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｛20℃ ‐ (20℃ ‐ T℃）｝に変換し、積算することに
より求める。ガスの場合のミラー点は25℃である)の
日積算値（時間値の２４時間和）を求める。これらの
値と報告される情報（エネルギー消費量）に基づき、
エネルギー消費性向関数を各家庭に対して求める。こ
の関数を用いることにより、2年次以降に省エネ評価
（実質削減量と実質削減率の算定）を行う。なお、エ
コノートの記載は電気やガスの領収書などに記載され
ている使用量（消費量）であるが、これらの検針日は
地域で異なること、年度により少し変更されることな
ど「広域的評価」には課題があり、この克服方法の実
践課題の検証を行う。また、参加される家庭への評価
書は個別にメール送信するが、参加者平均、参加者の
中での百分位など、省エネルギーへの努力を喚起する
方法の再検討も必要と考えている。
【家庭における月別種別エネルギー使用量
 調査及び解析並びに市民への個別報告】
他方、省エネのHOW TOと目標を設定できるよう
にエコノート関連プログラムを作成、提供する。プロ
グラムはHTML形式とし、スタンドアローン形式で
参加される家庭に配布し（ウイルス対策として、基本
的にネット外に置く）、情報の提供をメールで受ける。
プログラムは、家庭の省エネ戦略作戦図（アロー図）、
作戦別効果予測評価図、全省エネ効果表（以上は仮
称）及びエコノートで構成させることと考えている。
また、熱環境（環境温度）は当面1観測地のデータを
用いるが、バッジ式で入手できる約70観測地点の観
測値を用い、地域別評価の手法の課題と展開可能性の
検討も行う。このことにより、流山市が推進している
「グリーン・チェーン戦略」の効果測定も可能になる
と思われる。
【エネルギー使用削減方策、データ入力HTPL
 プログラム（スタンドアローン）の作成運用】
グリーン・チェーン戦略の効果が定量的に把握でき
るのは、10年先のことかもしれないが、開発圧力が
かかり続ける「都心に一番近い森のまち」の「緑のま
ちづくり」を、計画行政的なイニシアティブを用いて
行う過程で、ヒートアイランドの低減の方法、緑のま
ちづくりの効用、低炭素（省エネルギー）を目指す市
民のまちづくりなど、市が黒子になり、地元大学がサ
ポートし、市民が主体的に作り出すまちの軸を提供で
きればと考えている。
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